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発表内容
1. はじめに

- 性能評価のアプローチと課題性能評価のアプロ チと課題

2. KMSによる性能評価作業の実施支援

- 対象事例，利用するKMSツール，期待される効果
- 本報告での説明の流れ本報告での説明の流れ

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

プ- 作業１～３のアプローチ
- 作業１：データ分析
- 作業２：分配係数設定
- 作業３：核種移行解析

（説明＋デモンストレーション）

4. 一連の作業を通じてのフィードバック
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5. まとめ，今後の課題



1. はじめに
ｰ性能評価のアプローチと課題ｰ性能評価のアプロ チと課題

閉鎖後長期の安全評価に係る主要な検討項目

シナリオ開発
モデル・コード

開発
パラメータ

設定
核種移行解析

□ シナリオ解析技術 □ 地下水流動解析技術 □ 熱力学デ タベ ス□ シナリオ解析技術
□ 人工バリア長期挙動

評価技術
など

□ 地下水流動解析技術
□ 核種移行評価技術
□ 人工バリア長期挙動

評価技術

□ 熱力学データベース
□ 拡散データベース
□ 収着データベース
□ 人工バリア長期挙動

そのほかの
指標など

など 評価技術
など

□ ナチュラルアナログ研究
など主要な関連技術

地層処分知識マネジメントシステムの開発 ー知と技の伝承への挑戦ー （2010年6月16日，東京国際交流館) 2

1. はじめに
ｰ性能評価のアプローチと課題ｰ

2 性能評価研究の成果の概要2. 性能評価研究の成果の概要

2.1 システム性能評価に係る
手法の開発

2 2 放射線核種の移行に係る2.2 放射線核種の移行に係る
現象理解とデータベース開発

2.2.1 地下水・間隙水化学

解2.2.2 ガラスの溶解

2.2.3 放射性元素の溶解・沈殿
および熱力学データベー
ス整備ス整備

2.2.4 緩衝材および岩盤中の
核種の収着・拡散および
データベース整備データベース整備

2.2.5 コロイド，有機物の影響

2.2.6 微生物の影響

2.2.7 岩盤中の水理・物質移行
評価

2.2.8 生物圏評価
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1. はじめに
ｰ性能評価のアプローチと課題ｰ性能評価のアプロ チと課題

閉鎖後長期の安全評価に係る主要な検討項目

シナリオ開発
モデル・コード

開発
パラメータ

設定
核種移行解析

□ シナリオ解析技術 □ 地下水流動解析技術 □ 熱力学デ タベ ス□ シナリオ解析技術
□ 人工バリア長期挙動

評価技術
など

□ 地下水流動解析技術
□ 核種移行評価技術
□ 人工バリア長期挙動

評価技術

□ 熱力学データベース
□ 拡散データベース
□ 収着データベース
□ 人工バリア長期挙動

そのほかの
指標など

など 評価技術
など

□ ナチュラルアナログ研究
など主要な関連技術

性能評価においては，上記検討項目の作業を繰り返し実施
・実施主体： 事業進展，地質環境モデルの変更毎に実施
規 制 側 結果（含む 手法 手順 情報の品質 ）の評価

追跡性 透 性 効率性に

・規 制 側 ： 結果（含む，手法・手順，情報の品質 ）の評価
・研究開発： 現象理解，データ取得・整備→影響の確認→課題の具体化

→追跡性，透明性，効率性に関する課題
→系統性，整合性に関する課題
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⇒ ＫＭＳの活用による性能評価作業の実施支援

2. ＫＭＳによる性能評価作業の実施支援
- 対象事例 利用するKMSツール 期待される効果 -

対象：岩石への分配係数の設定から核種移行解析の実施までの作業

対象事例，利用するKMSツ ル，期待される効果

知識の整備
（収着デ タベ ス(SDB)

核種移行解析
パラメータの設定

核種移行解析の
実施・評価

知識の活用 知識の活用

（収着データベース(SDB)
の構築・更新）

ラ タ 設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

実施 評価
（電子性能評価
レポートの活用）

フィードバックフィードバック

フィードバック

知識の取得
（データ取得，
文献調査等）知識の更新，追加
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2. ＫＭＳによる性能評価作業の実施支援
- 対象事例 利用するKMSツール 期待される効果 -

対象：岩石への分配係数の設定から核種移行解析の実施までの作業核種： 性能評価上重要なものを中心に37元素
固相： ベントナイト 多様な岩石/鉱物等

●原子力機構 収着データベース
（JAEA SDB）

対象事例，利用するKMSツ ル，期待される効果

知識の整備
（収着デ タベ ス(SDB)

核種移行解析
パラメータの設定

核種移行解析の
実施・評価

知識の活用 知識の活用

固相： ベントナイト，多様な岩石/鉱物等
データ数： 約24,300件
多様な検索機能，データ分析機能，信頼度情報

（JAEA SDB）

（収着データベース(SDB)
の構築・更新）

ラ タ 設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

実施 評価
（電子性能評価
レポートの活用）

フィードバックフィードバック

フィードバック
検索/データ抽出 信頼度情報によるデータ絞込み

知識の取得
（データ取得，
文献調査等）知識の更新、追加グラフ化 抽出データによるグラフ化

信頼度評価の
根拠情報
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2. ＫＭＳによる性能評価作業の実施支援
- 対象事例 利用するKMSツール 期待される効果 -

e-PARの例

対象事例，利用するKMSツ ル，期待される効果

対象：岩石への分配係数の設定から核種移行解析の実施までの作業●性能評価統合レポートシステム（PAIRS）
／電子性能評価レポ ト（ ）

知識の整備
（収着デ タベ ス(SDB)

核種移行解析
パラメータの設定

核種移行解析の
実施・評価

知識の活用 知識の活用
／電子性能評価レポート（e-PAR）

（収着データベース(SDB)
の構築・更新）

ラ タ 設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

実施 評価
（電子性能評価
レポートの活用）

フィードバックフィードバック電子性能評価レポート
（e PAR） 入力デ タセット

性能評価統合レポートシステム（PAIRS）

フィードバック

（e-PAR） 入力データセット
ライブラリ

データセットA
A-1 ●●

知識の取得
（データ取得，
文献調査等）知識の更新、追加 オペレータ

A 1 ●●
A-2 ○○テキスト

表（入力等）

オペレータ（解析等）

図（出力等）

ライブラリ

ｺｰﾄﾞA ｺｰﾄﾞB ｺｰﾄﾞD

ｺｰﾄﾞC

図（出力等）

テキスト

・
・
・

ｺ ﾄ C
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2. ＫＭＳによる性能評価作業の実施支援
- 対象事例 利用するKMSツール 期待される効果 -

対象：岩石への分配係数の設定から核種移行解析の実施までの作業

対象事例，利用するKMSツ ル，期待される効果

知識の整備
（収着デ タベ ス(SDB)

核種移行解析
パラメータの設定

核種移行解析の
実施・評価

知識の活用 知識の活用

（収着データベース(SDB)
の構築・更新）

ラ タ 設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

実施 評価
（電子性能評価
レポートの活用）

フィードバックフィードバック

フィードバック

知識の取得
（データ取得，
文献調査等）知識の更新，追加

データ分析プロセスの明確化，データとツールの運用の一体化
→追跡性 透明性 効率性の向上

⇒ 研究者，実施主体，規制側，および専門家以外のステークホルダーに対する

→追跡性，透明性，効率性の向上
→系統性，整合性の向上
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⇒ 研究者，実施主体，規制側，および専門家以外のステ クホルダ に対する
・作業の実施支援
・作業内容の品質の確保・向上

2. ＫＭＳによる性能評価作業の実施支援
本報告での説明の流れ- 本報告での説明の流れ -

知識の整備
（収着デ タベ ス(SDB)

核種移行解析
パラメータの設定

核種移行解析の
実施・評価

知識の活用 知識の活用

作業１： 作業2：

作業3：
核種移行解析
・入力変更（収着データベース(SDB)

の構築・更新）

ラメ タの設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

実施 評価
（電子性能評価
レポートの活用）

データ分析 分配係数設定
入力変更

・解析実施
・結果の出力・比較

フィードバックフィードバック フィードバックフィードバック

フィードバックフィードバック

知識の取得
（データ取得，
文献調査等）知識の更新 追加 文献調査等）知識の更新，追加
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- 作業１～３のアプローチ -
3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

Ｋｄ実測データ
信頼度評価基準

作業１～３のアプロ チ

作業１：データ分析
JNC‐SDB JAEA‐SDB

信頼度評価基準
Ⅰ） 文献記載内容の網羅性

Ⅱ） 実験方法や条件（pHや酸化

還元等）の信頼度

作業１：デ タ分析

第２次
取りまとめ
における
アプローチ

信頼性情報に基づく
データ抽出

還元等）の信頼度

Ⅲ） データ相互間の整合性
（類似データとの傾向性比較等）

アプ チ

データの抽出と
エキスパートジャッジ
に基づく分析・評価 環境条件影響の分析

環境条件影響
Ⅰ） 基本情報(pH，酸化還元等)

Ⅱ） 地下水詳細情報(イオン強
核種濃度等に基づく分析・評価 環境条件影響の分析

とデータ絞込み
度，配位子濃度，核種濃度等)

Ⅲ） 固相詳細情報（鉱物組成，
CEC，表面積等）

条件補正手法による半定量的評価実際の
地質環境条件

現象論モデルに基づく定量的評価

性能評価用のＫｄデータセットの設定
（不確実性の幅等を含む）

作業2 分配係数設定

作業3：核種移行解析
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核種移行解析の実施作業2：分配係数設定

作業１：データ分析
3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

JAEA-SDB全データ 信頼度情報での絞り込み
（unreliableや評価困難なデータの排除）

Cs

花崗岩類
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作業１：データ分析

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

Kdの分析
イオン強度を軸にグラフ化

横軸をLogに
範囲を0.0001-1に

Kdの分析
更に核種初期濃度でグルーピング更に核種初期濃度でグルーピング

初期濃度で区分して表示
（1×10-7，1×10-6，1×10-5，1×10-4 mol/l ）

Kdはイオン強度とともに減少傾向Kdはイオン強度とともに減少傾向

核種濃度が高いほどKdが減少傾向

地層処分知識マネジメントシステムの開発 ー知と技の伝承への挑戦ー （2010年6月16日，東京国際交流館) 12《以上の一連の作業をSDB上でデモ》

作業２：分配係数設定

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

降水系地下水条件のデータ抽出；降水系地下水条件のデ タ抽出；
pH；7-10

イオン強度；＜0.05
核種初期濃度；＜0 0001 mol/l
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核種初期濃度；＜0.0001 mol/l

Kd(m3/kg)《以上の一連の作業をSDB上でデモ》



作業２：分配係数設定（検討結果のまとめ）
3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

Cs‐花崗岩系 Np‐花崗岩系

降水系-Kd

データ数：105

0.01-0.5-10 m3/kg

データ数：55
データ数：26

海水系-Kd
0.001-0.05-1 m3/kg

デ タ数：26

降水系＆
海水系-Kd海水系 Kd

0.01-1-100 m3/kg
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作業２：分配係数設定（設定結果の整理例）

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

作業２：分配係数設定（設定結果の整理例）
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作業３：核種移行解析（e-PARでの入力変更）

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

作業３：核種移行解析（e PARでの入力変更）

e-PAR上の変更対象の指定
作業２の分配係数設定結果

e PAR上の変更対象の指定

参照

入力値の変更

変更

変更反映
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変更反映

作業３：核種移行解析

3. 分配係数の設定から核種移行解析の実施

（e-PARでの解析実施，結果の出力・比較）

解析実施の指定解析実施の指定

解析の実施解析の実施

結果の出力・比較結果 出力 較

変更後変更前
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《以上の一連の作業をe-PAR上でデモ》



4. 一連の作業を通じてのフィードバック

核種移行解析 核種移行解析の
知識の活用 知識の活用

知識の整備
（SDB構築・更新）

核種移行解析
パラメータの設定
（分配係数設定
へのSDBの活用）

核種移行解析の
実施・評価

（電子性能評価
レポートの活用）

フィードバック

フィードバックフィードバック

知識の取得
（デ 得（データ取得，
文献調査等）知識の更新，追加

パラメータ設定の実
施を通じたデ タの

核種移行解析の実
施を通じたパラメ

データの充足性，パラメータの重要性等
に基づく新規知識取得 優先度 総合施を通じたデータの

充足性の把握
施を通じたパラメー
タの重要性，感度の
把握

に基づく新規知識取得の優先度の総合
的判断（取得計画立案，地質環境調査
や処分技術とのリンクの重点等）
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5. まとめ，今後の課題

＜まとめ＞

性能評価で繰り返し実施する，従来研究者がそれぞれ行っていた
データ分析，パラメータ設定，核種移行解析の作業について，知識
とKMS 組み合わせによりとKMSツールの組み合わせにより

• 作業の手順が見えるようになりプロセスの追跡性・透明性を確保作業の手順が見えるようになりプ の追跡性 透明性を確保

• データとツールの一体的な運用を可能とする環境の整備により，実
施の系統的かつ整合的な枠組みを提供施の系統的かつ整合的な枠組みを提供

→上記作業の連携の促進（性能評価の効率化），フィードバックの
活性化（研究開発 優先度付けや効果的な計 立案 ミ活性化（研究開発の優先度付けや効果的な計画立案・コミュニ
ケーションによる信頼性向上の推進）
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5. まとめ，今後の課題

＜今後の課題＞
 性能評価に対する多様なニーズに対応できるように，知識および

知識 ネ 整備 充 着実 推進

＜今後の課題＞

知識マネジメントツールの整備・拡充の着実な推進

性能評価作業のタスクフロー
・シナリオ開発 ・モデル・コード開発
・パラメータ設定 ・核種移行解析

課題の明確化
（討論モデル）

核種移行解析実施支援
（電子性能評価レポート）

知

知
識
マ
ネ

手順・判断の形式知化
（エキスパートシステム）

手順・判断の事例化
（事例ベース）

知
識
の
取
得

ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ

の
拡
充

知識のﾈｯﾄﾜｰｸ構造の整理

（KNewrowk2）
知識の集約

（知識ベース）

得ツ
ー
ル
の

 性能評価の作業の支援に加えて，人材育成および知識継承のための，
適用事例の蓄積およびトレ ス 再利用可能な形での管理
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適用事例の蓄積およびトレース・再利用可能な形での管理


